
取 扱 説 明 書 �
Ｊスペース�

1.各部の名称 �

2.安全のために必ず守ってください�

3.使用方法�

３-１ 引戸・窓の取りはずしと高さ調整�

３-２ ご注意とお願い�

4.お手入れについて�

5.修理�

6.別売り品�

このたびは、東洋エクステリア製品を�
お買い上げいただきまして、まことに�
ありがとうございます。�

●製品を安全に正しくお使いいただくために、ご使用に
なる前にこの取扱説明書を最後までお読みください。�
　お読みになったあとは、たいせつに保存してください。�
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妻パネル�

方立�

柱�

引戸�

桁�

屋根材�

パネル�

ドレンエルボキャップ�

丸樋�

1 各部の名称�

ご注意�

● Ｊスペースは、風雨の直接の吹き込みを防ぐことを目的とした簡易囲いです。�
　気密・水密性はありませんのでご注意ください。�
　部材のすきま等から雨水が浸入する場合があります。�
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2 安全のために必ず守ってください�

積雪が20cmを超える前に雪おろしをしてください。�
屋根が雪の重さでつぶれ落ちるおそれがあります。�
雪おろしの際に、金属製のスコップ等は使用しないでください。�
屋根を損傷させるおそれがあります。�

屋根の上には絶対に乗らないでください。また、重量物を載せたり、柱にぶらさがったりしない
でください。落ちてケガをするおそれがあります。�
扉の枠に頭などをぶつけないようにご注意ください。ケガをするおそれがあります。�
みだりに改造、変更はしないでください。�
弊社指定の付属品以外は付けないでください。�
パネルに火を近づけないでください。�
製品に電線を巻き付けないでください。漏電により、感電するおそれがあります。�
パネルにボールをぶつけるなど強い衝撃を加えないでください。故障の原因になります。�
また、パネルが割れ、ケガをする危険があります。�
強風時には、必ず扉や窓を全閉し施錠して使用してください。吹き込んだ風で本体が破損するお
それがあります。�

錠前は分解、改造しないでください。中の部品が飛び出して思わぬケガをしたり、正しく組立て
直すことができなくなります。�

●�

●�

●�

●�

●�

●�

●�

●�

●�

●�

●�
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2 つづき�

日中、日差しが強いときに、カセットコン
ロ用ボンベなどの高圧ガスを使用したもの
は置かないでください。�
破裂する危険があります。�

日中、日差しが強いときに、乳幼児を1人
で遊ばせないでください。扉や窓を閉じた
ままですと温度が上がって危険です。�

錠前の受け金具（ストライク）の穴に指を入
れないでください。�
指を切ったりケガをするおそれがあります。�

扉や壁パネルに寄りかかったりしないでく
ださい。�
ケガをする危険があります。�

扉や窓に指をはさまないように注意してく
ださい。�

3



3 使用方法�

● 降雪時には扉が雪に干渉されない程度まで除雪してから使用してください。�
　故障の原因になります。�
● 扉や窓の作動がスムーズでない場合は、ムリな操作は避けてください。�
● 製品の分解や改造はしないでください。�
● 製品に関する移設・増設などは、施工店または東洋エクステリア「お客様相談室」にご相談く
ださい。�

● メーカーの純正キー以外の複製キーをご使用の際は、キーのバリ、精度いかんによっては、シ
リンダーの作動に影響をおよぼすことがあります。スムーズに操作できない場合は純正キーを
ご使用ください。�

● 鍵穴に油や異物を入れないでください。鍵の操作ができなくなります。�
　鍵の抜き差しがスムーズにできなくなったら、鍵のすべての切り込み部を鉛筆で黒く塗り、数
回抜き差しをしてください。鍵の抜き差しがスムーズになりましたら、鍵に付いた鉛筆の粉を
布等で拭き取ってください。�
　油は注入後しばらくたつと、ホコリを吸着し、かえって動きを悪くしますので使用しないでく
ださい。�

①戸車調整穴に＋ドライバーを差し込み、ネジを反
時計まわりに回して扉を下げます。�
�
②扉を持ち上げながら下部をレールからはずした後、
上部をはずします。�
�
③取付けは逆の手順で行ないます。�

ご注意�

取付けの際には扉をはめ込んでから、まず左右の
戸車を一杯まで高くしてください。これで扉が水
平にならない場合は、高い側を下げて水平になる
ように調整してください。�
下げ過ぎると扉がはずれやすくなる場合がありま
すのでご注意ください。�

3 - 1 引戸・窓の取りはずしと高さ調整�

3 - 2 ご注意とお願い�

清掃などのために、引戸や窓を取りはずす場合には、次のようにしてください。�

●�

●�

戸車調整穴�

下がる�

上がる�
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4 お手入れについて�

● お手入れのときはキズ防止のため、水に濡らした柔らかい布などで拭き取ってください。�
● シンナー、ベンジンなどの有機溶剤は使わないでください。�

（1）パネル（アクリル材）などの清掃�

● 汚れが軽い場合には、水で濡らした布で拭き、乾拭きをしてください。�
● 汚れがひどい場合には、中性洗剤をうすめた液で汚れを落とし、洗剤が残らぬよう水洗いして
ください。そのあと、乾拭きしてください。�

（2）本体（アルミ部）の清掃�

● あやまってキズをつけた場合、弊社純正補修塗料で補修してください。�
　放置すると腐食の原因になります。�

（3）キズの補修�

● 樋がつまると、雨水が雨樋からあふれ落ちます。�
　ドレンエルボキャップと中フタを、図のように両手で取りはずし、たまった落ち葉やほこりを
取り除いてください。�

　落ち葉やほこりを取り除いた後は、両手でしっかりと取付けてください。�

（4）樋にたまった落ち葉やほこりは、定期的に取り除いてください。�

ご注意�

● ドレンエルボキャップや中フタを取りはずすときに、
　ほこりやどろ水があふれ落ちます。�
　衣類につかないよう、また目や口に入らないように、
　ご注意ください。�

ドレンエルボ�

中フタ�

竪樋�
たてとい�

落ち葉や�
ほこり�

ドレンエルボキャップ�
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5 修理�
製品に異常が生じたときは、施工店または、東洋エクステリア「お客様相談室」にご相談くださ
い。�
修理を依頼されるときは、下記のことをお知らせください。�

6 別売り品�
下記のような別売り品がありますので、目的に合わせてご利用ください。�
●竿掛けセット�
●クリーンハンガー�
●補修塗料�

故障の状況�

製　品　名�

施　工　日�

ご　氏　名�

ご　住　所�

電 話 番 号 �

道　　　順�

できるだけ詳しく�

Ｊスペース�

年　　月　　日�

�

�

�

付近の目印などもお知らせください�
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お客様相談室�
70120-171-705

取説コード�

UE012
199910A�

200303B_1006


